
徳島県 

美馬市 

〇 集落全体で、獣害対策のための防止柵の設置・管理や遊休農地を活用した観光農園の運
営等を実施し、農地を維持・管理。 

 

○ 獣害については、防止柵の設置及び集落での定期的な勉

強会開催など、共同で管理することで、農作物の被害を軽

減し、安定した収量を確保。 

○ 近年は、新たに猿による被害が発生しており、進入路を

絶つための緩衝地帯設置など、集落で常に改善を実施。 

○ 共同活動では、第２期対策(H17～21)でブルーベリーの観

光農園を開設し、毎年500人程度が来園。第３期対策(H22～

26)では遊休農地を活用して、ブルーベリー園の拡大と栗園

の新設を計画。現在、開園に向けて共同で管理を実施。 

○ 地元特産物のはっさくは、県の「徳島特選ブランド」を

取得して高付加価値化。 

 

○ 当地区は、県西部の穴吹川中流域の標高60～

150mに広がる傾斜地であり、約50年前から温暖な

気候を活かして主としてはっさくを栽培。 

○ 高齢化が進み後継者が不足しており、農業生産

基盤整備が行われていないことから、遊休農地が

発生。さらに、イノシシやシカなど獣害の被害も

拡大。 

○ 平成12年から、本制度に取り組んでおり、農地

の維持・管理だけでなく、獣害対策や観光農園な

ど多様な共同活動を実施。 

地域の現状 

【観光農園】   

 

 ２－⑤ 徳島県美馬市仕出原集落協定  

協定面積：7.8 ha（田1.3ha、畑6.5ha） 交付金額：71万円（共同取組活動100％） 
協定参加者：農業者19人、非農業者1人 協定開始：平成12年度 

取組の概要 

【獣害防止柵の共同管理】 【傾斜農地での収穫作業】   【協定農用地】 

し      で    は ら み   ま    し 

２－⑤ 

あな ぶき がわ 


